
信教の自由を守ろう
信 仰 心 を 広 め よ う
宗教協力を進めよう
世界の平和に貢献しよう

新宗連スローガン

《今号の紙面から》

今
年
８
月
に
思
う
二
つ
の
事

災
害
級
の
酷
暑
、ス
ポ
ー
ツ
出
来
る
有
り
難
さ

広
島
で
第

回
慰
霊
・
平
和
祈
願
式
典
　

　
中
国

連
盟

終
戦

年
に
寄
せ
て

新
宗
連
青
年
会
委
員
長

　
宮
　

本
　

泰
　

克

青

年

平
和
式
典
　

先
師
先
達
の
思
い
を
継
承

未
来
の
平
和
実
現
に
向
け
た
祈
願
と
行
動
へ

８
・

平
和
学
習
会
　

２
０
２
５

戦
争
体
験
学
び
　
　

分
か
ち
合
う
新宗連
青年会


月

日
　

青
年
平
和
式
典
へ
向
け
心
づ
く
り

資料館を見学、慰霊祭参列
第回青少年育成セミナーⅡ（長崎）

靖
国
神
社
の
政
治
利
用
に

対
す
る
意
見
書
を
提
出
　
７
月


日

信教委
政治委

青少年育成セミナー

沖
縄
に
代
表
団
を
派
遣

靖
国
神
社
―

石
破
首
相
は
自
民
党
総
裁

名
、
私
費
で
玉
串
料
奉
納

＜
２
面
＞
　
新
宗
連
企
画
委
員
会
「
臨
時
学
習
会
」
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
学
ぶ
、

新
宗
連
青
年
会
「
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
５
」

＜
４
面
＞
　
終
戦

年
特
集
―
加
盟
教
団
の
平
和
祈
願
祭
・
慰
霊
式
典
等
、

保
松
秀
次
郎
・
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会
理
事
長
談
話
。

（
次
号
発
行
は

月
下
旬
の
予
定
で
す
）

　
近
く
に「
宇
津
木
ス
タ
ジ
ア
ム
」

と
い
う
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
が
あ
る
。

　
由
来
は
も
ち
ろ
ん
、
功
労
者
宇

津
木
妙
子
、
麗
華
両
氏
か
ら
と
っ

た
も
の
。
国
際
試
合
も
行
わ
れ
る

の
で
、
一
度
観
戦
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
先
日
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表

と
の
強
化
試
合
が
あ

る
と
い
う
の
で
出
か

け
た
。
し
か
し
生
憎
、
暑
さ
の
た

め
中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
隣

の
練
習
場
で
上
野
由
岐
子
選
手
の

所
属
す
る
チ
ー
ム
が
練
習
し
て
い

た
の
で
し
ば
ら
く
見
学
し
た
。
炎

天
下
の
中
、必
死
に
練
習
す
る
姿
、

そ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
ビ
ッ
ク
リ

し
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
ん
な
な
か
二
つ
の
事
を
思
っ

た
。
ま
ず
は
、
災
害
級
と
も
思
え

る
よ
う
な
酷
暑
。
こ
の
原
稿
を
書

い
て
い
る
数
日
前
、
群
馬
県
伊
勢

崎
市
で
日
本
記
録
を
更
新

・
８

度
ま
で
上
が
っ
た
。
世
界
的
に
地

球
温
暖
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
い

が
、
日
本
で
は
夏
の
日
中
、
外
に

出
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か

と
危
惧
し
て
い
る
。
甲
子
園
大
会

も
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る

が
、
昔
は
こ
う
だ
っ
た
と
い
う
常

套
句
は
通
じ
な
い
気
が
す
る
。
何

し
ろ
室
内
を
快
適
に
す
る
た
め

に
、
外
に
熱
気
を
出
し
て
い
る
の

だ
か
ら
致
し
方
な
い
の
か
…
。

　
も
う
一
つ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
出

来
る
有
り
難
さ
だ
。
私
は
見
る
の

も
す
る
の
も
大
好
き
だ
。
（
も
っ

と
も
最
近
は
体
力
の
衰
え
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
て
い
る
が
…
）
。
世

界
で
は
、
至
る
所
で
戦
火
が
続
い

て
い
る
。
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
に
夢

中
に
な
る
年
頃
な
の
に
、
や
せ
衰

え
た
子
供
た
ち
の
映
像
を
見
る
と

本
当
に
や
る
せ
な
い
。
一
日
も
早

い
解
決
を
心
の
底
か
ら
祈
る
。
８

月
、
日
本
に
と
っ
て
は
、
平
和
を

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
月
だ

が
、
平
和
で
あ
る
か
ら
こ
そ
ス
ポ

ー
ツ
が
楽
し
め
る
事
を
実
感
す
る
。

　
ル
ー
ル
の
修
正
は
ど
の
競
技
で

も
あ
る
が
、
そ
の
ル

ー
ル
に
則
り
正
々
堂

々
と
プ
レ
ー
す
る
姿

は
誠
に
美
し
い
。
も

ち
ろ
ん
対
戦
相
手
に
闘
争
心
を
持

つ
こ
と
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る

が
、
試
合
が
終
わ
れ
ば
お
互
い
同

じ
競
技
の
向
上
を
目
指
す
者
同

志
、
健
闘
を
讃
え
合
う
姿
も
ま
た

素
晴
ら
し
い
。
特
に
ラ
グ
ビ
ー
で

は
試
合
終
了
の
こ
と
を
「
ノ
ー
サ

イ
ド
」
と
呼
称
す
る
の
が
こ
れ
ま

た
素
晴
ら
し
い
。

（
新
井
光
興
・
救
世
真
教
会
長
）

第１１５３号

２０２５年（令和７年）

８月２９日

小
渕
本
部
長
㊨
に
総
理
宛
て

の
意
見
書
を
手
交
す
る
鈴
木

委
員
長
㊥
と
力
久
委
員
長
㊧

　
新
日
本
宗
教
青
年
会
連
盟
（
新
宗
連
青
年
会
、
宮
本
泰
克
委
員
長
）
は
８
月

日
午
後

２
時
か
ら
、
東
京
都
杉
並
区
の
立
正
佼
成
会
「
大
聖
ホ
ー
ル
」
で
、
「
８
・

平
和
学
習

会
　
２
０
２
５
」
を
開
催
し
た
。
映
像
作
品
や
戦
争
体
験
の
講
演
を
通
じ
て
平
和
の
尊
さ

を
学
び
合
っ
た
。

高
橋
氏
が
東
京

大
空
襲
、
戦
後

の
体
験
を
語
る

原爆殉難者慰霊祭で「平和の灯」を献じた

　「青少年育成セミナー」は
新宗連青年会結成周年（

年）の際に出された「宣言文」の具現化として、
年度から、「『国民皆信仰』～『真の平和を生みだ
す』青年リーダーの育成」をメインテーマに掲げ、日
本各地、多様な内容で毎年開催されてきた。第回

（年）の節目に、これまでの振り返りを行い、今
後のあり方を継続的に議論した。この結果、終戦年
にあたる本年から３年間、「戦争と平和」を共通テー
マとし、本年は「先の大戦」をサブテーマとして、４
月に「第回青少年育成セミナーⅠ」を広島で、原爆
の学びと慰霊のプログラムで行った。

　
学
習
会
に
先
立
ち
、
宮
本
泰

克
委
員
長
ら
代
表
者
一
行
は
、

東
京
都
千
代
田
区
の
国
立
・
千

鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
を
参
拝
し

戦
没
者
に
慰
霊
と
供
養
の
誠
を

捧
げ
、
絶
対
非
戦
を
誓
っ
た
。

　
今
回
の
平
和
学
習
会
は
、
終

戦
の
日
の
前
夜
に
あ
た
る
８
月


日
夕
刻
に
、
新
宗
連
青
年
会

が
毎
年
開
催
し
て
き
た
「
戦
争

犠
牲
者
慰
霊
並
び
に
平
和
祈
願

式
典
」
（
旧
通
称
「
８
・

式

典
」
）
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
か

た
ち
で
企
画
さ
れ
た
も
の
。
同

式
典
は
第

回
の
節
目
を
迎
え

る
今
年
か
ら
、
新
宗
連
青
年
会

結
成
日
の

月

日
付
近
に
開

催
時
期
を
移
し
、
式
典
通
称
も

「
青
年
平
和
式
典
」
へ
と
改
め

た
。

　
終
戦

年
の
年
に
あ
た
り
、

新
宗
連
青
年
会
で
は
タ
イ
や
沖

縄
、
広
島
、
長
崎
な
ど
国
内
外

で
慰
霊
と
学
び
を
重
ね
て
い

る
。
そ
の
流
れ
を
受
け
、
東
京

を
舞
台
に
「
青
年
平
和
式
典
」

（
今
年
は

月

日
開
催
）
へ

向
け
た
心
づ
く
り
を
行
う
機
会

と
し
て
、学
習
会
を
実
施
し
た
。

　
当
日
は
『
東
京
空
襲
っ
て
な

に
？
』
（
東
京
大
空
襲
・
戦
災

資
料
セ
ン
タ
ー
）
と
題
す
る
映

像
作
品
を
上

映
。
続
い
て
、

「
私
の
戦
争
体

験
―
東
京
大
空

襲
」
と
題
し
、

立
正
佼
成
会
墨

田
教
会
の
高
橋

秀
夫
氏
が
講
演

を
行
っ
た
。

　
高
橋
氏
は
８

歳
の
時
に
体
験

し
た
東
京
大
空

襲
（
１
９
４
５

年
３
月

日
）

を
振
り
返
り
、
「
あ
の
晩
は
空

が
真
っ
赤
に
な
り
、
焼
夷
弾
が

雨
の
よ
う
に
降
っ
て
き
た
。
兄

に
手
を
引
か
れ
、
火
の
手
の
あ

が
っ
て
い
な
い
方
へ
必
死
に
逃

げ
た
」
と
回
想
。
当
時
、
神
社

に
た
ど
り
着
い
た
こ
と
で
命
を

拾
っ
た
が
、
自
宅
は
跡
形
も
な

く
焼
失
し
た
と
語
っ
た
。ま
た
、

「
逃
げ
遅
れ
た
母
子
が
黒
焦
げ

に
な
っ
て
横
た
わ
っ
て
い
た
光

景
を
見
た
時
、
最
初
は
〝
か
わ

い
そ
う
〟
と
思
っ
た
が
、
家
に

着
く
頃
に
は
心
が
麻
痺
し
て
何

と
も
思
わ
な
く
な
っ
て
い
た
」

と
語
り
、
幼
い
心
に
刻
ま
れ
た

戦
争
の
む
ご
さ
を
静
か
に
伝
え

た
。

　
さ
ら
に
、
終
戦
後
は
福
島
県

に
あ
る
母
方
の
実
家
で
約
３
年

間
を
過
ご
し
た
も
の
の
、
東
京

に
戻
っ
て
か
ら
は
食
べ
物
に
困

る
日
々
が
続
い
た
こ
と
、
家
族

全
員
が
生
き
延
び
た
こ
と
を

「
奇
跡
」
と
感
じ
、
「
い
た
だ

い
た
命
を
大
切
に
使
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。

　
結
び
に
高
橋
氏
は
「

代
ま

で
先
祖
を
遡
れ
ば

億
人
以
上

の
命
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ

の
一
人
で
も
欠
け
れ
ば
今
の
自

分
は
い
な
い
」
と
述
べ
、
人
命

の
尊
厳
を
強
調
。
「
ご
先
祖
さ

ま
の
お
か
げ
で
皆
生
か
さ
れ
て

い
る
。
殺
し
合
い
は
絶
対
に
し

て
は
な
ら
な
い
」
と
力
強
く
語

っ
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者
か

ら
「
何
を
学
び
、
何
を
次
世
代

へ
伝
え
れ
ば
よ
い
の
か
」
「
戦

争
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
」
と
い

っ
た
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
高
橋

氏
は「
信
仰
心
に
基
づ
く
行
動
」

「
言
葉
よ
り
実
践
」
「
相
手
の

気
持
ち
に
立
っ
た
行
動
の
大
切

さ
」
な
ど
を
語
っ
た
。

　
こ
の
後
、
参
加
者
は
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
語
り
合
い
、
自

ら
の
平
和
観
や
宗
教
青
年
と
し

て
の
使
命
に
つ
い
て
考
え
を
分

か
ち
合
っ
た
。

　
新
宗
連
青
年
会
は
８
月
８

日
、
第

回
「
青
少
年
育
成
セ

ミ
ナ
ー
Ⅱ（
長
崎
）」（「
栞
」

参
照
）を
長
崎
市
で
開
催
し
た
。

同
セ
ミ
ナ
ー
年
間
テ
ー
マ
「
先

の
大
戦
」
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
、
長
崎
原
爆
資
料
館
の
見

学
と
「
第

回
原
爆
殉
難
者
慰

霊
祭
」
に
参
列
し
た
。

　
参
加
者
は
午
後
３
時
か
ら
長

崎
原
爆
資
料
館
を
見
学
。
非
人

道
的
な
被
害
の
記
録
や
展
示
に

向
き
合
い
、
原
爆
被
害
の
恐
ろ

し
さ
を
痛
切
に
学
ん
だ
。
こ
の

後
、
原
爆
落
下
中
心
地
公
園
で

の「
原
爆
殉
難
者
慰
霊
祭
」に
参

列
し
た
。
同
慰
霊
祭
は
長
崎
県

宗
教
者
懇
話
会
の
主
催
。
式
典

は
午
後
６
時
半
か
ら
、天
理
教
、

カ
ト
リ
ッ
ク
、
日
本
聖
公
会
、

金
光
教
な
ど
に
よ
る
諸
儀
式
が

執
り
行
わ
れ
た
。「
平
和
の
灯
」

献
上
で
は
新
宗
連
青
年
会
の
宮

本
泰
克
委
員
長
を
含
む
委
員
と

参
加
者
が
行
っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
か
ら
は

「
資
料
館
を
見
学
し
、
核
廃
絶

の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ

た
」
「
核
廃
絶
や
世
界
平
和
の

実
現
に
向
け
、
小
さ
い
一
歩
で

も
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
新
宗
連
青
年
会
は
沖
縄
戦
の

組
織
的
戦
闘
が
終
了
し
た
「
沖

縄
慰
霊
の
日
」
に
合
わ
せ
、
６

月

～

日
に
代
表
者
を
沖
縄

に
派
遣
し
た
。

日
に
は
南
風

原
町
の
南
風
原
文
化
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
、
沖
縄
戦
に
関
す
る
資

料
と
旧
陸
軍
病
院
壕
を
見
学
。

翌

日
の
午
前

時
前
、
一
行

は
糸
満
市
摩
文
仁
の
平
和
祈
念

公
園
で
戦
跡
を
参
拝
。こ
の
後
、

県
主
催
の
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼

式
に
参
列
し
た
。

　
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会

（
新
宗
連
、石
倉
寿
一
理
事
長
）

の
信
教
の
自
由
委
員
会
（
信
教

委
）
の
鈴
木
裕
治
委
員
長
と
、

政
治
委
員
会
（
政
治
委
）
の
力

久
道
臣
委
員
長
は
７
月

日
午

後
、
東
京
都
千
代
田
区
の
自
由

民
主
党
本
部
を
訪
れ
、
石
破
茂

・
内
閣
総
理
大
臣
宛
て
の
「
靖

国
神
社
の
政
治
利
用
に
対
す
る

意
見
書
」
を
、
自
民
党
組
織
運

動
本
部
の
小
渕
優
子
本
部
長
に

手
渡
し
た
。

　
意
見
書
で
は
石
破
総
理
や
閣

僚
に
よ
る
靖
国
神
社
へ
の
公
式

な
関
与
が
「
信
教
の
自
由
」
お

よ
び
「
政
教
分
離
」
の
原
則
に

照
ら
し
て
再
考
さ
れ
る
べ
き
と

主
張
。
具
体
的
に
は
、
石
破
総

理
が
昨
年

月
と
今
年
４
月
の

例
大
祭
に
お
い
て
、
「
内
閣
総

理
大
臣
」
名
義
で
真
榊
を
奉
納

し
た
事
例
を
挙
げ
、
こ
の
行
為

が
特
定
宗
教
へ
の
援
助
や
助
長

に
該
当
し
、
他
宗
教
や
無
宗
教

の
立
場
に
あ
る
人
々
の
「
信
教

の
自
由
」
を
侵
害
す
る
恐
れ
が

あ
る
と
の
懸
念
を
示
し
た
。
ま

た
、
参
拝
の
様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
発
信
す
る
行
為
に
つ
い
て

も
、
宗
教
行
為
を
政
治
的
に
利

用
す
る
も
の
と
指
摘
し
た
。

　
同
日
午
後
に
は
、
衆
議
院
第

一
議
員
会
館
の
会
議
室
に
て
国

民
民
主
党
の
古
川
元
久
代
表
代

行
お
よ
び
榛
葉
賀
津
也
幹
事
長

に
対
し
、
玉
木
雄
一
郎
代
表
宛

て
の
意
見
書
を
手
交
。
ま
た
、

立
憲
民
主
党
本
部
で
は
野
田
佳

彦
代
表
に
同
意
見
書
を
提
出
。

日
本
維
新
の
会
の
吉
村
洋
文
代

表
宛
て
の
「
靖
国
神
社
の
政
治

利
用
に
対
す
る
意
見
書
」
は
翌


日
に
郵
送
し
た
。
（
意
見
書

全
文
は
新
宗
連
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）

　

　

　

日
、
石
破
首
相
は
靖
国
神

社
に
は
参
拝
せ
ず
、
「
自
民
党

総
裁
」
の
肩
書
で
玉
串
料
を
私

費
で
納
め
た
。
同
日
参
拝
を
行

っ
た
閣
僚
は
小
泉
進
次
郎
・
農

林
水
産
大
臣
、
加
藤
勝
信
・
財

務
大
臣
。

　
新
宗
連
青
年
会
中
国
連
盟
は

７
月

日
午
後
５
時
か
ら
、
広

島
市
中
区
の
広
島
平
和
記
念
公

園
内
の
「
原
爆
供
養
塔
」
前
の

広
場
で
「
第

回
原
爆
犠
牲
者

慰
霊
並
び
に
平
和
祈
願
式
典
」

を
営
ん
だ
。
新
宗
連
青
年
会
広

島
県
委
員
会
で
は
１
９
８
２

（
昭
和

）
年
か
ら
毎
年
夏
に

慰
霊
供
養
を
行
っ
て
き
た
。

　
式
典
で
は
新
宗
連
青
年
会
の

宮
本
泰
克
委
員
長
の
「
来
賓
あ

い
さ
つ
」
、
立
正
佼
成
会
の
青

年
部
員
に
よ
る
「
献
花
」
、
松

緑
神
道
大
和
山
代
表
者
に
よ
る

「
献
水
」
に
続
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
・
ヒ
ロ
シ
マ
宗
教
協
力
平
和

セ
ン
タ
ー
（
Ｈ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
）
の
岸

田
弘
子
さ
ん
が
自
ら
の
被
爆
体

験
を
語
っ
た
。

　
続
い
て
７
教
団
の
代
表
者
が

原
爆
犠
牲
者
に
慰
霊
の
誠
を
捧

げ
、
絶
対
非
戦
の
誓
い
を
新
た

に
し
た
。
こ
の
後
、
参
列
者
全

員
で
１
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
、

立
正
佼
成
会
の
青
年
部
員
に
よ

る
三
線
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、

フ
ル
ー
ト
の
伴
奏
で
唱
歌
「
ふ

る
さ
と
」を
合
唱
、閉
式
し
た
。

　
新
宗
連
青
年
会
は
１
９
６
１

（
昭
和

）
年

月

日
に
結

成
さ
れ
、
翌
年
４
月
、
千
鳥
ケ

淵
戦
没
者
墓
苑
で
「
第
１
回
戦

没
者
合
同
慰
霊
並
び
に
平
和
祈

願
式
典
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
３
回
（
１
９
６
８
年
）
か
ら

毎
年
８
月

日
に
開
催
さ
れ
、

「
８
・

式
典
」
の
通
称
と
と

も
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
第

回
を
迎
え
る
本
年
か

ら
、
式
典
の
開
催
日
時
を
青
年

会
結
成
日
に
近
い

月
末
の
日

中
に
変
更
し
ま
す
。
人
間
で


歳
と
い
え
ば
還
暦
で
す
の
で
、

改
め
て
原
点
に
返
る
タ
イ
ミ
ン

グ
と
も
と
ら
え
て
い
ま
す
。
近

年
の
猛
暑
や
天
候
不
順
、
終
戦

記
念
日
前
の
警
備
強
化
な
ど
の

影
響
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
様
々
な
意
見
を
い
た
だ
き
、

青
年
会
で
議
論
を
重
ね
て
き
た

結
果
で
す
。
ど
う
し
て
日
時
を

変
更
し
た
か
―
と
い
う
ご
指
摘

を
真
摯
に
受
け
止
め
な
が
ら

も
、
こ
の
変
化
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
ど
う
進
ん
で
い
く
か
―

を
し
っ
か
り
と
継
続
的
に
議
論

し
て
参
り
ま
す
。

　
私
た
ち
宗
教
青
年
は
、
先
師

先
達
の
思
い
を
し
っ
か
り
受
け

継
い
で
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
歴

史
を
重
ね
て
き
た
先
生
方
の
思

い
を
一
番
に
考
え
な
が
ら
も
、

今
の
時
代
を
生
き
る
青
年
達
の

思
い
も
し
っ
か
り
と
受
け
止
め

取
り
入
れ
て
参
る
所
存
で
す
。

　
８
月

日
は
象
徴
的
な
日
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
戦
争
中
は
連

日
、犠
牲
者
が
出
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
前
後
に
は
戦
争
に
つ

い
て
メ
デ
ィ
ア
や
諸
団
体
の
活

動
が
活
発
に
な
り
、
私
も
思
い

出
し
た
よ
う
に
心
を
向
け
ま
す

が
、
本
来
は
い
つ
で
も
心
を
寄

せ
る
べ
き
な
の
に
と
日
々
内
省

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
「


年
前
の
慰
霊
を
続
け
る
こ
と
の

意
義
を
学
ん
で
い
る
か
、
戦
争

犠
牲
者
の
御
霊
が
望
む
慰
霊
が

で
き
て
い
る
の
か
。
未
来
を
生

き
る
青
年
は
、
今
も
続
く
世
界

の
戦
争
・
紛
争
や
国
内
の
社
会

問
題
、
苦
し
ん
で
い
る
人
々
に

目
を
向
け
、
行
動
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
」
と
い
う
よ

う
な
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
８
月

日
と
い

う
時
期
は
先
の
大
戦
に
思
い
を

い
た
し
な
が
ら
も
、
式
典
が


月
開
催
に
な
る
こ
と
を
契
機

に
、そ
こ
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、

未
来
の
平
和
実
現
に
向
け
た
祈

願
と
行
動
に
、
よ
り
目
を
向
け

て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
の

で
は
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
日
々
心
を
向

け
、
「
青
年
平
和
式
典
」
と
い

う
新
し
い
通
称
に
相
応
し
い
内

容
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
先
の
大
戦
と
そ
の
犠
牲
者
の

こ
と
を
忘
れ
ず
、
慰
霊
を
続
け

て
い
く
こ
と
は
と
て
も
重
要
で

す
。「
戦
争
犠
牲
者
慰
霊
並
び
に

平
和
祈
願
式
典
」
と
い
う
正
式

名
称
と
軸
を
大
切
に
こ
れ
か
ら

も
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。（
談
） 千鳥ケ淵墓苑を参拝（日）




